
 

 

 (様式３) 

令和３年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立新北野中学校 
学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

 

２ 年度目標ごとの評価 

年度目標 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】 

全市共通目標（小・中学校） 

○学校で認知したいじめについて、解消した割合は 100%であった。  

○「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、肯定的に答えた生徒の割合は、

94.1%(昨年度 89%)で目標の 90％を上回った。 

○暴力行為を複数回行う加害生徒はおらず比較的落ちつた状態を維持している。 

○今年度も新たに不登校になる生徒の割合は、学年により割合が違うが前年度より減少した。 

学校園の年度目標 

○「生活指導の指導基準がはっきりしてわかりやすい」と肯定的に回答した保護者は、令和 2

年度は 51.7%に対し令和 3 年度は 53%と微増したが目標の 80%には依然届いていない。   

○「道徳の授業や学校行事で、豊かな心や人の生き方について学習する機会がある」肯定的 

 に答えた生徒は 90.6%(昨年度 67%)と目標の 70％を上回った。 

○「学校は地域との連携をよく進めている」と回答した保護者は、44.8%(昨年度 51.3%)で目

標の 70％以上には大きく届かなかったが、これは新型コロナウイルス感染症対策による自

粛で今年度についても地域との交流がなかったことによる結果としたい。 

○「津波や火災などの災害や緊急事態にどのように行動すべきか指導を受けている」と「肯 

 定的に回答した生徒は 84.9%で(昨年度 82%)であり目標の 80％以上を上回った。 

 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

○３年生のチャレンジテストの対府比は、令和 2 年度は 1.07、令和 3 年度は 1.04 で 0.03 

ポイント減少した。  

○府平均の７割に満たない生徒の割合は、令和 2 年度は 17.6、令和 3 年度 11.4 で 6.2 ポイン

ト減少した。  

○正答率が府平均の２割以上上回る生徒の割合は、令和 2 年度 33.0、令和 3 年度 28.0 で 5 ポ

イント減少した。  

○「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすること 

 委員に年度目標に対して、Ａ・・十分に達成している Ｂ・・概ね達成している Ｃ・・改善を要する の

３段階で評価をしてもらった。安心、安全な社会の実現の達成状況については、学校の自己評価はＢであっ

た。外部評価は９名の委員からも概ね達成しているとの評価をいただくことができた。学力・体力の向上の

達成状況についても学校の自己評価はＢであった。外部評価は、こちらについてもおおむね達成していると

の評価いただいた。全体的には概ね妥当であると評価していただいた。取り組みの方向性は評価できるもの

であるが、次年度は不登校生への取り組み強化が必要との意見をいただいた。 

 

 

 



 

 

 ができていますか」と肯定的に回答する生徒は、77.7%(令和 2 年度 68%)と前年度より増加

した。 

○前年度は全国体力・運動能力、運動習慣調査が中止となったため比較ができないが、男子

では上体起こし、長座体前屈・反復横跳び・ハンドボール投げで全国平均より数値が下回っ

ていた。女子は長座体前屈のみが全国平均より数値が下回っていた。次年度の課題としたい。 

学校園の年度目標 

○「授業は楽しく理解できる」「先生は学習の成果や努力を認めてくれる」の肯定的に回答し

た生徒は、72.4%と 79.7%(令和 2 年度 68%と 74%)と目標の 65％以上を上回った。 

○「家庭学習（宿題など）やテスト勉強の方法を教えてもらえる」と肯定的に回答した生徒 

 は 75.7%(令和 2 年度 71%)と目標の 70％以上を上回った。           

○「先生は補充学習等でも基礎的な学力をつけるための勉強を教えてくれる」と肯定的に回 

 答した生徒は 76.3%(令和 2 年度 71%)で目標の 70％以上を上回った。 

○「中学校卒業後の進路や職業についての学習や話をする機会がある」の肯定的に回答した

生徒は 67.6%で目標の 65%を上回った。 

○「毎日同じ時刻に寝ていますか」との問いに対しての回答は%で、78.8%と目標の 75%を上回

った。(今年度「6 時間以上寝ていますか」の設問がありませんでした) 

○「中学校卒業後の進路や職業についての学習や話をする機会がある」と肯定的に回答した 

 生徒は 67.6%で(令和 2 年度 67%)で目標の 60％以上を上回った。 

 

【その他】 

○保護者との連携、情報共有を特別教育支援委員会や研修を通じて全教職員でインクルーシ

ブ教育の推進と充実に努めた。 

○「学校の施設はよく整備され使いやすい」「学校は清掃が行き届いて美しい」と肯定的に回 

 答した保護者は、71%と 75.9%(令和 2 年度 76.1%と 78.2%)で目標の 70％以上を上回った。 

 

３ 今後の学校運営についての意見 

 
コロナ禍による様々な制限の中、工夫して学校運営されている様子が伝わりました。不登校生

数が気になるので次年度以降は対策をしっかりとして欲しい。 


